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1．高齢出産と育児、特に「離乳」との関連性
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要約；1都6県の5～14カ月児（第1子）を持っ母親2553人を対象に、児の栄養法、離乳の実態および難乳に関す

る情報の入手等に関する質問紙調査を行い・これらに出産年齢が及ぼす影響奪調べた。

①出産年齢は18～42歳に及んでいた。出産年齢の分布は18～24歳16・1％・25’）29歳54・4％・30～34歳24・1％

35～42歳（高齢出産群）5．3％であった。高齢出産群に家業・常勤者が僅かに多かった。②5～8カ月児の栄養法は

、高齢出産群に母乳栄養が有意に少なく、人工栄養が多かった。しかし・9カ月．以降では有意性はみられないが・高

齢出産群では他の年齢層に比べ、混合栄養の割合が高く、人工栄養が少なかった。③高齢出産群では保健婦・栄養士

の指導により離乳を開始する者が有意に多く、また、児の授乳・離乳食のリズムは規則的な割合が有意に高かった。

④高齢出産群にはr離乳の基本」に示されている食事回数に準じている者が多く・ベビーフードを適宜利用し・離乳

も順調に進行していた。⑤高齢出産群では離乳に関する情報を入手する機会は有意に少ないが、公的指導機関と医療

機関、または、医療機関から情報を的確に入手し、それを実行する者が多く、それが離乳の進行状況に好ましい影響

を及ぼしている可能性が示唆された。

見出し語＝高齢出産・栄養法・離乳の進行・情報の入手状況・情報源
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1研究目的
表1　出産年齢別対象数

近年、女性の高学歴化や社会進出は結婚・出産に影響

を及ぼし、出生数の減少と出産年齢の高齢化現象をもた

らしている。
年齢総数
（歳）　（人）　5～6

児の月齢別人数（人）

7～8　9～10　11～14
　これまで産科医療の領域においても、また、母子関係

の面においても出産年齢をめぐっていろいろ論議されて

いる。特に、母体年齢と周産期および妊婦死亡1’2｝、早

産3｝との関係、また、母体の高年齢化に伴い、産科学的

トラブルや合併症の発生頻度が上昇することが明らかに

されている4耐。しかし、これまでに、育児をめぐって

出産年齢との関係について論じられている報告は少ない

。そこで、・出産年齢が育児、特に栄養法や離乳の進行に

どのような影響を及ぼしているかを観察し、今後の保健

指導に役立てたいと考えた。

18～24　　　412　　　127　　　　120

25～29　　　1390　　　　355　　　　490

30～34　　　515　　　150　　　　164

35～42　　　　136　　　　26　　　　　29

104　　　61

375　　250

154　　147
46　　　35

　対象者の中、専業主婦が85．7％を占め、バート、家業

、フルタイムはそれぞれ3．1、3．0、8．2％、35～42歳

のグルーブに主婦専業の割合が幾分少なく（77．8％）、

家業・フルタイムの者が僅かに多かった（17．0％）。

m　結果および考察

H調査方法および対象

筥城、埼玉、東京、神奈川、愛知、兵庫、福岡の1都

6県に居住する5～14カ月児を持

つ母親4634名を対象に栄養法、授

乳のリズム、離乳の実態…離乳の

開始月齢、離乳食回数、離乳の進

1．出産年齢と児の栄養法との関係

出産年齢と児の栄養法との閲係を衰2に示す。5ん6

カ月児全体についてみると、母乳栄養は30．7％、混合栄

表2　出産年齢別、児の栄養法

行状況、離乳食調理、ベビーフー

ドの使用状況など…およぴ離乳に

関する情報の入手等に関する質問

紙調査を行った。

　児の出生順位によって母親の児

に対する養育状況が異なる可能性

が考えられるので、今回は上述の

対象の中、特に第1子の母親2553
名を調査対象とした。

　出産年齢は18歳から42歳であっ

た。高年初産婦の定義については

、WH　Oをはじめ多くの諸外国で

はr35歳以上の初産婦をいう」と

しているので、この年齢を柱に18

～24歳、25㌣29歳、30～34歳、35

～42歳の4段階に区分して分析を

行った。出産年齢の分布はそれぞ

れ16。1％、54．4％、24．1％、5。3

％であった。

　出産年齢別にみた児の月齢別対

象数を蓑1に示す。

児月齢　年　齢対象数
（カ月）　（歳）　（人）　母乳栄獲

栄獲法（％） κ2検定

混合栄養　人工栄養

5～6全体668
　　　18～24　　　127

　　　25～29　　　365

　　　30～34　　　150

　　　35～42　　　26

30．7

24．4

32．1

34．0

23．1

24．工

18．9

24．4

28．7

19．2

45．2

56．7

43．5　　pくO。05

37．3

57．7

7～8全体713
　　　18～24　　　120

　　　25～29　　　400

　　　30～34　　　164

　　　35～42　　29

23．8

19．2

25．5

26．2

6．9

16．5

14．2

16．0

20．7

10．3

59．7

66．6

58．5　pく0，05

53．0

82．8

9～10全体677
　　　18～24　　　103

　　　25～29　　
374

　　　30～34　　
1154

　　　35～42　
，’ 46

9．0

8．7

9、1

9．1

8．7

19．4

17．5

18．2

21．4

26。1

71．6

73．8

72』7

69．5

65．2

NS

11～14全体 E・

89

　　　工8～24－　　　60

　　　25～29　　　248

　　　30～34　　　146

　　　35母42　35

4．9

1．7

3．6

7，5

8．6

11．7

8．3

n．7

11．0

20．0

83．4

90．0

84．7

81．5

71．4

NS
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水野他；1．高齢出産と育児，特に「離乳』との関連性

養24．1％、人工栄養45，2％であった。乳幼児身体発育調

査結果報告書6，による4御5カ月の栄養法は、母乳、混

合、人工栄養がそれぞれ35．3、23．0、41．7％で、この調

査結果を鑑みると本調査結果は妥当な割合であると思わ

れる。出産年齢が25歳未満と35歳以上のグル

ーブでは、母乳栄養がそれぞれ24．4、23．1

％で他の年齢層に比べ低率で、人工栄養が

　離乳開始月齢を4カ月未満、4カ月、5カ月、6カ月

、7カ月以降に区分して観察した。

　全体についてみると、約80％は4～5カ月に離乳を開

始していた。出産年齢別にみた結果を表3に示す。

表3　出産年齢別、離乳開始月齢
（％）

有意（κ2検定pく0。05）に多かった。

　7～8カ月になると母乳栄養、混合栄養

の割恰は5～6カ月よりさらに減少し、人

工栄養が増加していた。出産年齢別にみる

と、5～6カ月の場合と同様に、25歳未満

と35歳以上のグルーブに母乳栄養の割合が

年　齢　　4カ月未満　4カ月　5カ月　6カ月　7カ月以降

18～24

25～29

30～34

35～42

9．6

8』6

7． 8
5．5

31．6　45。7　　9．0

33．2　　　46．8　　　　9．0

33甲6　　 47．6　　　7．8

29，9　44し9　15。0

4，1

2．4

3．2

4．7

低く、人工栄養が有意（κ2検定pく0．05）に多かった

。この傾向は特に35歳以上の母親に顕著であった。

　9カ月以降になると鱒L栄養は9～5％に減少し、約

3／4が人工栄養となづていた。この時期には5～8カ月

時のような出産年齢による顕著な差はみられないが、35

歳以上の母親では他の年齢層に比べ混合栄養の割合が高

く、人工栄養の割合が幾分低い傾向にあった。高齢出産

の場合、母乳育児の重要性を認識し、母乳栄養の確立に

真剣に取り組む者の姿勢がこのような結果をもたらした

ものと考えられる。加藤ら7》の報告によると、母が高齢

になるに従い母乳栄養率は低下し、ことに乳児期早期に

有意であった。今回の調査結果においても、児の月齢が

低い5～8カ月に有意性が認められた。

　2．出産年齢と授乳・離乳食のリズム

　睡眠・授乳・離乳食摂取の時刻は、離乳期の乳児にと

って毎日の生活の柱になる。そこで児の摂食リズムを調

査した。

　摂食リズムには児の月齢差はみられなかったので、全

月齢まとめて観察した。その結果、摂食リズムがほぼ一

定の者の割合は、25歳未満のグルーブでは82．9％、25～

29歳90』7％、30～34歳92．7％、35歳以上では94．8％と出

産年齢どともにその割合は上昇し、その差は有意（κ2

検定pく0．001）であったし

加藤ら7，によると、1生後6カ月時の授乳リズムは、母

が高齢になるほど不定である割合が有意に高かったと報

告しているが、この調査では第1～4子以上の児が調査

対象になっていたことが、このような結果をもたらした

ものと考えられる。

3．出産年齢と離乳の実態

（1）離乳開始月齢

　いずれの年齢群においても、全体の3／4～4／5の者は

4～5カ月に離乳を開始し、4カ月未満に開始した者は

5～10％、7カ月以降隊3～年％程度であ？た。出産年

齢の若い母親では幾分離乳の開始が早く、35歳以上のグ

ルーブでは6カ月以降の割合が高いが、r有意差は認めら

れなかった。

　離貌開始のきっかけをみると全対象の41．2％の者は育

児雑誌を参考にしており、医師・栄養士・保健婦等専門

職の指導による者は少なかった。特に、出産年齢が25歳

未満では35歳以上に比ぺ育児雑誌、家族や友人の育児経

験、何となく離乳を開始した者の智恰が高いのに対し、

35歳以上ではこれらの割合は低く、保健婦・栄養士の指

導による者が有意（κ2検定pく0．00工）rに多かった。

　（2）離乳食回数

　現在乳児に与えている離乳食回数を、r離乳の基本」

8》に示されているものを基準にしで比較した（表4）。

この基本によると、5カ月1回食、6～8カ月2回食、

9カ月以降3回食となる。それぞれの基準に達していな

い者を「基準以下」、基準通りを「基準群」、基準より

進んでいる者を「基準以上」とした。

　5～6カ月では約90％の者はこの基準に準拠しており

、出産年齢との閲係はほとんど観察されなかづた。しか

し　、離乳が進行し、7～8カ月、9～10カ月になると

、出産年齢によって食事回数にかなりの幅がみられた。

すなわちく7～8カ月ではいづれのグループにおいても

基準以下の者は11％前後であるが、基準通りの者は25歳

未満の母親に比ぺ35歳以上のグルーブに多く、逆に基準

以上は前者に多く、母親の出産年齢と離乳食回数との間

には有意差が認められた（κ2検定pく0．01）。すなわ

ち、7～8ヵ月時では出産年齢が25歳未満の場合に、離

乳食回数の進め方が早い傾向にあった。

　9～10カ月時では35歳以上群ではr基準」の者が約80
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表4離乳食回数

児月齢　年　齢　対象数　　　　離乳食回数（％）　　　κ2検定

（カ月）　（歳）　　（人）　基準以下　基　準　基準以上

5　～　6　　18～24

　　　25～29

　　　30～34

　　　35～42

120

356

147

24、

90．0

9工．8

91．2

87．5

10。0

8．2

8．8

12．5

NS

7　御　8　　18～24

　　　25～29

　　　30叩34
　　　35～42

116

392

163

29

11．2　　　43．1

11．7　　　　63．8

13．5　　　 60．7

10．3　　 69．0

45．7

24。5　　pく0、01

25．8

20．7

9～10　18～24
　　　25～29

　　　30～34
　　　35～42

101

372

150

45

38．6　　　　58、4

26．6　　　　73．1

30曾7　　　　66。6

15．5　　 82．3

3．0

0，3　　p＜0．01

2．7

2．2

11～14、　18～24

　　　25～29

　　　30～34
　　　35～42

60

238

145

34

10．0

10．1

5．5

2．9

83．3

85．7

90．4

97．1

6．7

4．2

4．1

0

NS

％、r基準以下』は16％であるのに対し、25歳宋

満では前者に属する者が約60％、後者約40％で、

食事回数が基準に達していない者が有意に多かっ

た（κ2検定pく0．01〉。このような傾向は11～

Mカ月においても観察された。 離乳食回数を増や

すきっかけをみると、25歳未満では「児が欲しが

るから」または「大人の食事にあわせて増やした

」割合が高いのに対し、35歳以上では児の月齢を

考慮したり、指導を受けて進める者が多かった。

幾分多いが、出産年齢によって顕著

な差は観察されなかった。有意では

なかったが、7カ月以降ではrいっ

も大体順調」な者は35歳以上に多く

、特にr現在困っている』割合は35

歳以上に少なかった。離乳食のマン

ネリ化や中だるみがみられるこの時

期において、高齢出産の母親は上手

に対応している可能性が伺える。

　過去または現在トラブルを持った

、または持っている者についてその

内容をみると、「食事の量が少ない

」r与える量が分からない」など食

事の量に関する問題がそれぞれ全体

の30～38％を占め、r与えてよい食

品の種類が分からない』「食べるの

に時間がかかる」r食ぺ過ぎ茄心配

」などがそれに続いていた。しかし

、出産年齢とこれらのトラブルの内

容にっいて一定の傾向は認められな

かった。

表5離乳の進行状況

児月齢　年　齢　対象数

（カ月）（歳）　（人）

離乳の進行状況（％）

順調困った困っている
5～6　18～24
　　　25～29

　　　30～34

　　　35～42

120

349

146

25

47．5　　　　30．8

51．6　　　　30．1

45。2　　　　32．2

44．0　　　　44．0

21．7

18，3

22．6

12．0

4．出麟齢と蝋（D衛糠兄
　（1）離乳の進行状況

　離乳の進行状況をrいつも大体順調」r過去に

困ったことがあった』r現在、困っている」の3

項目に分けて調査した。

　児の月齢別に進行状況をみると、　r大体順調な

者』は5～6カ月児49．1％、7～8カ月児43．0％

、9～10カ月児42．王％、11～14カ月児41．3％で、

月齢の進行と共に僅かながら減少していた。一方

、r現在困っている」者はいずれの月齢において

も20～22％であった。

　児の月齢別、出産年齢別に離乳の進行状況をみ

7　～　8　　18～24

　　　25～29

　　　30～34
　　　35～42

116

381

154

26

46．6　　 37，9

41．7　　　34．9

41甲5　　　 35．1

53．9　　　　34．6

15．5

23。4

23．4

11．5

9～10　18～24
　　　25～29
　　　30～34

　　　35～42

97

364

144

41

38．1　　　　33．0

43．1　　　36．0

38．2　　　　36．8

56、1　　　　34．1

28．9

20．9

25．0

9。8

11～14　　18～24

　　　25～29

　　　30～34

　　　35～42

59

243

139

35

40．7

41．2

39．6

51．4

35，6

39．5

42。4

22．9

23。7

19。3

18。0

25．7

た結果を表5に示す。離乳を開始した当初5～6カ月時

では、rいっも大体順調」な者は25～29歳のグルーブに

これらの問題解決に当たって、25歳宋溝群では家族に相

談を持ちかける者が、他の年齢群では医師、保腰舜、市
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水野他：1．高齢出産と育児，特に「離乳』との関連性

町村・保健センター、電話相談等を利用する者が多かっ

た9

　また、問題が生じた場合の母親の気持ちをみると、25

歳未満群では36～40％の者は焦ったり、いらいらすると

答えているが、 35歳以上群ではその割合は26％と幾分低

率であった。

5．離乳食調理とベビーフードの使用状況

　（1）離乳食調理に対する母親の姿勢r

離乳食調理に対する母親の姿勢をr特に何と雷うこと

もない』r楽しい』r作る時間がない」「考えるのは面

倒」r作るのは煩わしい」の5段階に分けて複数回答で

調査した。

　全平均でみると、r特に何と言うこともない」「楽し

い」者が約2／3、「時間がない』約10％、r考えるのは

面倒』r作るのは煩わしい」合わせて半数を占めていた

。出産年齢による相違をみると、 25～34歳で

は他の年齢層に比べ、「特に何と言うことも

」は10．8％、11カ月以降になるとその割含は4％足らず

になっていた。

　出産年齢との関係をみると、有意差は観察されなかっ

たが、35歳以上のグループは25歳未満に比べ・いずれの

月齢においても「ほとんど使用しない」割合力抵く、 「

毎日使う』割合が高かった。高齢出産のグルーブでは適

宣ベビーフードを使用して、離乳を順調に進めているこ

とが示唆される。

6，出産年齢と離乳に関する情報の入手

情報入手の機会をr機会なし」「時々有り』「良く有

り」の3段階にわけて調査した。全平均についてみると

「機会なし」はわずか4．0％、「時々有り」「良く有り

』はそれぞれ71．2％、24，8％であった。出産年齢別にみ

た結果を表6に示す。

表6離乳に関する情報入手の機会

ない」　「楽しい」という積極派の割合力抵く

、r考えるのは面倒」r作るのは煩わしい』

という消極派が多く、r時間がない』は3D歳

以降の年齢層に多く、これらの聞に有意性が

観察された．（κ2検定pく0．001）。これは

30歳以降の年齢では他の年齢層に比べ、フル

タイムの者の割合が幾分高かったためであろ

う。

　（2）ペビーフードの使用状況

年齢対象数
（歳）　（人）

情報入手の機会 （％） x2検牢』

機会無し　時々有り　良く有り

18～24

25～29

30～34

35～42

389

1310

563

121

6．7

3．5

2．8

5．8

66．6

72．4

71，4

72．7

26．7

24．1　　p＜0，05

25．8

21．5

　ここ数年来、出生数は減少しているが、ベビーフード

の生産量はかなりの伸びを示しており9｝、乳児1人当た

りのベビーフードの消費量は増加しているものと推測さ

れる。水野らゆは既にベビーフードの使用と離乳の進

行状況にっいて報告しているが、ベビーフードの使用頻

度は複合家族よりも核家族の方が、また、第1子の者は

第2子以上の者よりも、ベビーフードの

使用頻度が有意に高かった。そこで、出

　情報入手の機会の無い者は若年または筒齢出産の母親

に幾分多く、r良く有る」 者は若年層に多かった。これ

らり間に有意性（κ2検寧p‘（0・05）力玄認められ為。情

報入手の機会が良く有る者の割合が35歳以上の母親に低

いのは、家業・フルタイムの母親の割合が他の年齢層に

比ぺ、高いことによるのがもしれない。

　次に離乳に関する情報源を調査した（表7）。

表7離乳に関する情報源
（％）

産年齢とベビーフ」ドの使用頻度との関

係を観察した。

　月齢別にっいてみると、5～6カ月児

では「ほとんど使用しない」者は27．・9％

‘r毎日使う』者は29．4％、その他は週

に1～4回くらい使用していた。7～8

カ月になるとrほとんど使用しない」割

合は変わらないが、r毎日使う」者が約

7％減少したいた。9～10カ月ではベビ

ーフードの使用率は減少し、r錦日使う

年　齢　公的機関0
（歳）　医療機関2，

公的機関　 医療機関　専門職3，　その他4）

18～24

25～29

30～34

35～42

4、9

9．1

9．7

14．8

26．0

27．4

31．0

20．3

．12．8

15．8

18．9

21．1

1．6

3．0

2，7

4，7

54．8

44。7

37．7

39．1

註； 1）保健所・市町村の医師・保健婦・栄養士

2）病院の医師・看護婦・保健婦・栄養士

3）保母・デパートの育児相談

4）雑誌・育児書・テレビ・ビデオ・ラジオ・友人・親など
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　保健所・市町村の医師・栄養士・保健婦（公的機関と

略称）、病院の医師・栄養士・保健婦（医療機関）、保

育所の保母、育児相談施設（専門職）、雑誌、本・育児

書、ビデオ・テレビ・ラジオ等のマスメディア、友人・

親・姉妹（その他）に分け複数で回答を求めた。

　全対象についてみると約45％の者は書物、マスメディ

ア・周囲の者から情報を得ており、次いで保健所等の公

的機関（27，7％）、医療機関（16．4％）、公的機閲と医

療機関両方（8．9％）であった。

　出産年齢別では35歳以上群では公的機関と医療機関の

双方、または、医療機関のみから情報を得る者が多く、

30～34歳では公的機閲を、25歳未溝ではマスメディアや

周囲の者から情報を得る者が有意に多かった。

　さらに入手した情報の実行状況を、 「大体実行する」

r役立つが実行しにくいJ　r実行しないことが多い」「

迷わされることが多い」の4項目に分けて調査した。

全体の65％は大体実行しており、実行しにくいという

者は約1／3、実行しないことが多い、または、迷わされ

る者はそれぞ8．2％、10、7％であった。出産年齢別にみ

ると表8のようで・35歳以上の群は他の年齢層に比べ、

大体実行する者が多く、実行しにくい、迷わされる者が

少なかった。しかし、有意性は認められなかった。

表8　離乳に関する情報の実行度

鰍

年齢　対象数　　　　　　　　情報の実行度（％）

（歳）　（人）　大体実行実行

　　　　　　　　　しにくい

1）相良祐輔：母体年齢と周産期死亡、周産期医学、21

　　（12）、1766～1768、1991．

2）安達信博他＝母体年齢と妊産婦死亡、周産期医学

　21（12）、1769～工774、1991．

3）中谷剛　他：母体年齢と早産、周産期医学、21（12

　）、1779～1782、1991．

4）合坂幸三他‘母体の高年齢に伴う産科学的トラブル

　、周産期医学、21（12）、1799ん1803、工991．

5）佐藤 章他：加齢に伴う妊娠合併症に関する研究、

　厚生省心身障害研究報告書（ハイリスク妊娠に関す

　る研究…主任研究者　武田佳彦）、5～9、1993．

6）厚生省児童家庭局母子衛生課監修＝乳幼児身体発育

　 調査結果報告書、p48、1991、母子衛生研究会．

7）加藤忠明他；｛羅旨導のあり方に関する研究、①

　高年齢母親の乳幼児の育児、日本総合愛育研究所紀

　要、第29集、7～14、1993．

8）今村栄一編＝離乳の基本、18・）20、1981、医歯薬出

　版株式会社．

9）（社）日本缶詰協会：ペビーフードの生産量 （資料

　）、1992、

10）水野清子他：ベビーフードの使用と離乳の進行状況

　、小児保健研究、52（6） 、639～644、1993．

　　　　11）染谷理絵他：離乳に関する情報と離

実行しない　迷わされる

　こと多い

18～24

25醇29

30～34

35～42

363

1264

547

114

59．5

65．6

66．4

72．8

32．8

30．1

33．6

28．9

8．8

8．5

6．8

9．6

12．4

10．7

10．2

　7．0

　乳の実態との関連性、栄養学雑誌投

　稿中．

12）斉藤幸子他：育児情報に関する研究

　（第2報）、日本総合愛育研究所紀

　要、第27集、99～106、1990．

染谷らu，は5～14カ月児を持っ4634名の母親を対象

に、離乳食情報に関する調査を行った。それによると、

情報源を公的機閲と医療機関、底療機蘭とする者は情報

源を実行しやすく、一方、周囲の者・マスメディアは実

行しにくい、実行しないとする者が有意に多く、公的機

関による者も同様な傾向が認められた。マスメディアに

よる情報の中には様々な問題が指摘されており吻、情

報の誤りまたは画一的な情報提供が実行不可能という状

況を生み出したのかもしれない。

以上の結果から、高年齢出産の場合、的確な手段で情

報を入手し・それが離乳の進行状況に好ましい影響を及

ぼしている可能性が示竣されるり
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